北海道・空知・崕山の石灰岩地帯の植物相 (一) by 渡辺 定元 & 佐藤 謙
January 1971 The Journal of Geobotany Vo I. XIX. No . 1 -2. 





Sadamoto WA TANABE* & Ken SATO** : On the limestone flora 
of Mt. Kirigishi, Pref. Sorachi, Hokkaido (1)• • •
北海道芦別市空知川の支流， 芦別川上流に畦山 （きりぎしやま， 標高 1072m, 北緯43•
16'97", 東経142·14'77") がある。 この山は夕張山脈の北西部に位置し， 稜線部は石灰石
からなる山塊であるか， 最近までそのフロラは知られていなかった。 本山のフロラは1968
年の華園康次（北大植物園）， 石塚栄一（札幌営林局）両氏の植物採集記録に始まり， 以来石
灰岩植物を中心として， 本山のフロラの特徴を究める目的で， 筆者らは1969年 8 月， 1970








するオルビトリナ石灰石で， 地層はほぽ南北に走向， 約 so· 西の傾斜をもって帯状に露出
している。 石灰石層の厚さは30-IOOmで， 地表から10-IOOm突出して帷山の急峻な崖尾
根をつくっている （第 1図およぴ写真1)。 なお， 石灰石中には有孔虫類， サンゴ類， 藻
類などの化石を多産する。
石灰石の分析結果は CaO 51%以上， MgO 1 %前後を示している（第 1 表）。
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